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ス
ク
ー
ル
ロ
イ

ヤ
ー
の
役
割
は

何
で
す
か
。

学
校
教
育
課
長

子
ど
も
の
最
善

の
利
益
を
守
る
た
め
に
、

学
校
へ
継
続
的
に
助
言

し
、
学
校
関
係
者
と
連

携
し
な
が
ら
、
迅
速
な

初
期
対
応
と
継
続
的
な

給
食
セ
ン
タ
ー

の
運
営
費
に
つ

い
て
、
民
間
委
託
の
割

合
を
伺
い
ま
す
。

学
校
教
育
課
長

運
営
費
が
７
２

４
４
万
３
千
円
に
対
し
、

委
託
料
が
６
４
４
３
万

２
千
円
な
の
で
、
運
営

費
全
体
に
占
め
る
委
託

料
の
割
合
は
約
89
％
で

す
。
前
年
度
は
運
営
費

４
７
４
６
万
５
千
円
に

対
し
て
、
委
託
料
は
４

３
８
２
万
６
千
円
な
の

で
、
92
％
で
し
た
。

支
援
を
行
う
弁
護
士
等

の
専
門
人
材
で
す
。

い
じ
め
問
題
で

関
与
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
対
応
は
ど
う
し

て
い
ま
す
か
。

学
校
教
育
課
長

嫌
な
思
い
を
し

た
と
い
う
事
実
が
あ
れ

ば
、
学
校
は
い
じ
め
と

し
て
捉
え
、
教
育
委
員

会
に
報
告
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
教
育

委
員
会
と
し
て
も
、
子

ど
も
が
嫌
な
思
い
を
し

た
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
ぜ
ひ
積
極
的
に

認
知
を
す
る
よ
う
に
学

校
に
指
示
を
し
て
い
ま

す
。
い
じ
め
認
知
の
初

期
段
階
か
ら
ス
ク
ー
ル

ロ
イ
ヤ
ー
に
相
談
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
深
刻
化

を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
導
入
さ

れ
る
ス
ク
ー
ル

ロ
イ
ヤ
ー
を
最
大
限
生

か
す
た
め
に
村
独
自
の

試
み
は
あ
り
ま
す
か
。

学
校
教
育
課
長

令
和
５
年
度

中
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ

ヤ
ー
に
相
談
で
き
る
体

制
が
あ
る
と
回
答
し
た

市
町
村
の
割
合
は
全
国

で
13
・
７
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。
群
馬

県
内
で
は
令
和
６
年
度

末
現
在
、
前
橋
市
、
桐

生
市
、
館
林
市
、
藤
岡

市
、
大
泉
町
、
千
代
田

町
に
お
い
て
市
町
村
単

独
で
制
度
を
導
入
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、
多
く
の
市
町
村
で

は
単
独
の
制
度
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を

鑑
み
る
と
、
比
較
的
先

進
的
な
取
り
組
み
と
考

え
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

宮
みや

崎
ざき

　法
のり

文
ふみ

議 員

防災中枢機能施設の開館は
新公民館開館は12月上旬頃

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
役
割
は

防
災
中
枢
機
能
施
設
の
運
営
は

問問

問問

問問

防
災
中
枢
機
能

施
設
の
開
館
予

定
は
い
つ
で
す
か
。

生
涯
学
習
課
長

新
公
民
館
の
開

館
に
つ
い
て
、
12
月
上

旬
頃
に
な
る
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。

学
校
教
育
課
長

新
給
食
セ
ン

タ
ー
は
今
年
度
２
学
期

か
ら
村
内
各
学
校
と
園

に
対
し
て
給
食
の
配
食

を
行
う
予
定
で
す
。

新
公
民
館
と
給

食
セ
ン
タ
ー
両

方
の
施
設
に
つ
い
て
、

今
年
度
予
定
し
て
い
る

運
営
費
を
伺
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
長

新
公
民
館
運
営

費
は
、
当
初
予
算
の
総

額
が
４
０
７
万
円
で
す

が
、
今
定
例
会
で
若
干

補
正
予
算
を
上
程
し
て

い
ま
す
。学

校
教
育
課
長

給
食
セ
ン
タ
ー

運
営
費
は
、
当
初
予
算

総
額
が
７
２
４
４
万
３

千
円
で
す
。
こ
ち
ら
も

補
正
予
算
を
上
程
し
て

い
ま
す
。

問問問問

問問

答答答答

答答答答

答答答答

答答

答答

防
災
中
枢
機
能
施
設
の
運
営

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
役
割

村政を聞くべぇ
６人が一般質問

　定例会において議員が行政全般にわたり村長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来に対する方針など
について質問し、報告・説明を求めることをいいます。なお、効率的かつ充実した議会運営を行うため、あらかじ
め質問の要旨を通告することになっています。

一 般 質 問 と は

６月４日　開会初日

浅見     隆 議員
１  ごみステーションの管理 ・ 運営は
２  地区のイベントにおける食中毒への対応は

P ８
栁岡   利精 議員
１  タブレットの更新とＩＣＴ環境整備は
２  ＩＣＴ活用の地域格差の解消は
３  学童保育所での学習用Wi－Fi環境は
４  村の児童生徒の学力状況は
５  第７次榛東村総合計画への住民参加は

P11

中島由美子 議員
１  村政の再建は
２  村政は村民の負担を増やさず暮らしを豊かに

P12
須田   仁美 議員
１  安心安全な学びへの支援は
２  安全な暮らしの生活環境整備は
３  実証試験 「しんタク」 の利用は

P ９

波多野佐和子 議員
１  農業振興は
２  地域おこし協力隊は
３  機構改革のその後は
４  給食費完全無償化の影響は

P10
宮崎　法文 議員
１  防災中枢機能施設の運営は
２  スクールロイヤーの役割は

P ７

上記のＱＲコードを読み取ると
「一般質問通告一覧表」 のペー
ジが開きます

誌面の都合により、質問の内容を要約してあります。
詳細は、榛東村議会のホームページに掲載します。 榛東村議会

クリック

防災中枢機能施設内多目的ホール
（仮称）
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実
証
試
験
中
の

「し
ん
タ
ク
」
の

利
用
状
況
に
つ
い
て
、

年
齢
層
や
利
用
目
的
の

把
握
状
況
、
ま
た
複
数

人
な
ど
で
の
利
用
実
態

は
、
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。

総
務
企
画
課
長

申
請
者
数
は
１

４
１
人
で
、
う
ち
福
祉

タ
ク
シ
ー
券
と
の
重
複

申
請
者
は
45
人
で
す
。

実
際
の
利
用
者
は
42
人

で
、
そ
の
う
ち
福
祉
タ

ク
シ
ー
券
と
の
重
複
利

用
者
は
18
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
申
請

後
に
一
度
も
利
用
さ
れ

て
い
な
い
方
は
99
人
で

す
。
年
齢
層
に
つ
い
て

は
、
申
請
者
の
う
ち
70

歳
以
上
が
71
人
で
全
体

の
50
・
３
％
、
実
利
用

者
の
う
ち
70
歳
以
上
は

20
人
、
69
歳
以
下
は
22

人
で
す
。

状
況
や
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

建
設
課
長

村
道
の
交
差
点

や
見
通
し
の
悪
い
場
所

に
つ
い
て
は
、
地
元
の

要
望
を
受
け
て
現
場
を

確
認
し
、
障
害
物
の
有

無
な
ど
も
含
め
て
設
置

可
能
か
検
討
の
う
え
、

対
応
し
て
い
ま
す
。
開

発
地
か
ら
公
道
へ
接
続

す
る
際
は
、
開
発
事
業

者
に
設
置
を
要
請
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
私

道
に
つ
い
て
は
、
土
地

所
有
者
や
利
用
者
が
設

置
し
て
い
る
例
も
あ
り

ま
す
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
設
置
に
つ
い

て
は
、
公
道
・
私
道
を

問
わ
ず
、
村
民
の
安
全

を
守
る
た
め
に
重
要
な

イ
ン
フ
ラ
で
す
。
設
置

に
な
り
や
す
く
、
早
く

空
腹
感
を
感
じ
た
り
、

残
食
の
増
加
に
も
つ
な

が
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
準
備
・
片
づ
け
を

除
い
た
、
小
中
学
校
の

実
際
の

「
食
事
時
間
」

は
ど
の
く
ら
い
か
、
把

握
さ
れ
て
い
る
状
況
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課
長

小
中
学
校
の
給

食
時
間
を
40
分
か
ら
55

分
に
設
定
し
て
い
ま

す
。
準
備
・
片
づ
け
を

除
い
た
実
際
に
食
事
に

使
え
る
時
間
を
、
20
分

以
上
確
保
で
き
る
よ
う

に
時
間
割
を
作
成
し
て

い
ま
す
。

夏
祭
り
の
食
中

毒
な
ど
の
保
険

に
つ
い
て
助
成
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。

総
務
企
画
課
長

令
和
２
年
度
に

榛
東
村
区
長
等
の
設
置

に
関
す
る
規
則
を
廃
止

し
、
よ
り
村
と
村
民
が

協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
自
治
会
制
度

へ
と
移
行
し
、
任
意
団

体
と
し
て
再
出
発
を
し

た
次
第
で
す
。
各
自
治

会
が
行
う
夏
祭
り
の
イ

ベ
ン
ト
に
つ
き
ま
し
て

は
、
自
治
会
主
催
の
行

事
で
あ
る
た
め
、
行
政

側
が
関
与
し
た
り
、
村

が
答
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
ず
は
任
意

団
体
と
し
て
、
自
主
的

に
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト

や
食
中
毒
に
対
応
す
る

保
険
に
加
入
し
た
り
、

可
能
な
限
り
の

リ
ス

ク
ヘ
ッ
ジ
を
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

自
治
会
か
ら
要
望
を
い

た
だ
き
、
引
き
続
き
環

美
協
と
の
協
議
を
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

「
転
入
連
絡
票
の
提
出

に
つ
い
て
」
と
い
う
案

内
を
用
意
し
て
お
り
、

当
該
自
治
会
長
の
自
宅

の
地
図
も
添
え
て
、
自

治
会
へ
の
加
入
が
円
滑

に
い
く
よ
う
窓
口
で
き

ち
ん
と
説
明
を
し
て
い

ま
す
。

ご

み

ス
テ

ー

シ
ョ
ン

の

新

設
、
修
繕
は
行
政
の
管

理
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
維
持
運
営
は
自
治

会
と
分
け
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
課
長

令
和
７
年
４
月

現
在
、
村
内
に
は
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
１
９

０
カ
所
あ
り
、
環
美
協

の
役
員
及
び
自
治
会
や

隣
保
班
の
役
員
の
協
力

に
よ
り
、
環
境
美
化
が

保
た
れ
て
い
る
現
状
で

す
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
新
設
に
は
、場
所
、

土
地
の
所
有
者
、
利
用

世
帯
数
、
利
用
人
数
、

そ
し
て
回
収
車
両
の
経

路
な
ど
、
多
く
の
地
域

事
情
が
絡
み
ま
す
。
そ

の
た
め
今
後
と
も
地
元

一
般
質
問

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

�

管
理
・
運
営
は

ご

み

ス
テ

ー

シ
ョ
ン
の
新
設
・

修
繕
の
助
成
金
に
つ
い

て
現
状
を
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
課
長

環
美
協
（
榛

東
村
環
境
美
化
推
進
協

議
会
）
が
実
施
し
て
い

ま
す
。
当
団
体
か
ら
相

談
や
協
議
が
あ
っ
た
場

合
は
対
応
し
た
い
と
思

い
ま
す
。ご

み

ス
テ

ー

シ
ョ
ン
の
新
設

は
、
環
美
協
か
ら
１
基

10
万
円
の
助
成
金
が
あ

る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
で
は
区
費
の
持

ち
出
し
が
７
万
円
か
ら

10
万
円
程
度
か
か
り
ま

す
。
現
在
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
１
基
新
設
す

る
と
17
万
円
～
20
万
円

く
ら
い
か
か
り
ま
す
。

転
入
者
は
、
転
入
後

ご
み
に
関
す
る
相
談
を

自
治
会
長
に
行
い
ま
す

が
、
自
治
会
未
加
入
者

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
課
長

個
別
の
問
合
せ
、

電
話
、
メ
ー
ル
な
ど
へ

は
、
住
民
生
活
課
担
当

者
が
直
接
対
応
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問問

問問

問問 答答

答答

答答

村内のごみステーション

一
般
質
問

自治会運営の見直しを
地元自治会からの要望を聞き協議

浅
あさ

見
み

　隆
たかし

議 員

問問答答

須
す

田
だ

　仁
ひと

美
み

議 員

中学校のプールは
今年度中止し水難事故防止授業で

安
心
安
全
な
学
び
へ
の
支
援
は

中
学
校
の
プ
ー

ル
の
現
状
と
課

題
、
ま
た
小
学
校
プ
ー

ル
の
状
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。学

校
教
育
課
長

猛
暑
に
よ
り
使

用
困
難
な
日
が
増
え
て

い
ま
す
。
中
学
校
で
は

今
年
度
か
ら
プ
ー
ル
の

使
用
を
見
合
わ
せ
、
水

難
事
故
防
止
の
授
業
を

行
う
予
定
で
す
。
学
習

指
導
要
領
で
は
中
学
２

年
生
ま
で
水
泳
が
必
修

で
す
が
、
適
切
な
水
泳

場
が
確
保
で
き
な
い
場

合
は
授
業
を
行
わ
ず
、

事
故
防
止
の
心
得
の
み

必
ず
扱
う
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
北
小
学
校
プ
ー

ル
は
、
築
30
年
以
上
経

過
し
老
朽
化
は
見
ら
れ

ま
す
が
、
今
年
度
も
開

場
し
ま
す
。

学
習
指
導
要
領

で
は
、
学
校
給

食
を

「
生
き
た
教
材
」

と
し
て
活
用
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

よ
く
噛
ん
で
味
わ
っ
て

食
べ
る
習
慣
は
健
康
に

不
可
欠
で
す
が
、
給
食

時
間
が
短
い
と
早
食
い

問問答答

今年も始まった北小プール

地
区
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る

�

食
中
毒
へ
の
対
応
は

実
証
試
験
「
し
ん
タ
ク
」
の
利
用
は

安
全
な
暮
ら
し
の
生
活
環
境
整
備
は

問問

問問

問問

答答 答答

答答

安
心
安
全
な
学
び
へ
の
支
援

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
・
運
営

自
治
会
の
食
中
毒
対
応

　
環
美
協
（
榛
東
村
環
境
美
化
推
進
協
議
会
）
と
は
…
地

域
と
行
政
が
手
を
携
え
、
村
全
体
の
環
境
美
化
・
ご
み

問
題
対
策
・
啓
発
を
遂
行
す
る
た
め
の
協
働
組
織
で
す
。

不
法
投
棄
ご
み
一
掃
ク
リ
ー
ン
作
戦
や
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
を

主
催
し
て
い
ま
す
。

　
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
と
は
…
将
来
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
損
失

や
不
利
益
に
備
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
対
策
を
講
じ
て
お

く
こ
と
で
す
。

生
活
環
境
整
備

「
し
ん
タ
ク
」
の
利
用
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一
般
質
問

一
般
質
問

農業を学ぶ場となる研修施設を
工事費や運営費が課題

波
は

多
た

野
の

佐
さ

和
わ

子
こ

議 員

令
和
７
年
度
の

予
算
額
７
１
９

万
２
千
円
が
計
上
さ
れ

た
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
具
体
的
な
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
何
で
す
か
。

産
業
振
興
課
長

ワ
イ
ン
の
仕
込

み
か
ら
分
析
に
至
る
ま

で
の
製
造
過
程
を
身
に

付
け
ワ
イ
ン
の
Ｐ
Ｒ
や

販
路
の
拡
大
を
積
極
的

に
行
う
こ
と
で
す
。

地
域
で
効
果
的

に
活
動
で
き
る

環
境
づ
く
り
と
し
て
、

世
話
役
や
隊
員
の
業
務

を
指
導
す
る
、

Ｏ
Ｊ

Ｔ
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。

産
業
振
興
課
長

受
け
入
れ
先
の

し
ん
と
う
ワ
イ
ナ
リ
ー

の
み
な
さ
ん
が
直
接
指

導
し
て
く
れ
ま
す
。
ま

た
、
隊
員
の
ケ
ア
を

基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
に
携
わ

る
方
々
の
研
修
や
情
報

交
換
の
場
所
が
な
く
、

宿
泊
を
伴
う
研
修
施
設

が
欲
し
い
と
の
声
が
あ

り
ま
す
。
新
築
、
も
し

く
は
現
在
使
わ
れ
て
い

る
施
設
等
の
利
活
用
の

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長

工
事
費
だ
け
で

な
く
、
管
理
運
営
費
等

の
経
費
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

農
業
研

修
者
受
入
農
家
等
補
助

金
制
度
の
活
用
を
お
勧

め
し
ま
す
。

食
料
自
給
率
の

低
下
、
防
災
機

能
の
低
下
、
ご
み
の
不

法
投
棄
、
近
隣
宅
へ
の

悪
影
響
を
及
ぼ
す
耕
作

放
棄
地
を
、
今
後
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
き

ま
す
か
。産

業
振
興
課
長

農
地
の
管
理
は

所
有
者
の
管
理
責
務
が

大
前
提
と
な
っ
て
い
ま

す
。
農
業
委
員
会
の
パ

ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
遊

休
農
地
の
所
有
者
に
対

し
て
、
管
理
の
徹
底
を

通
知
し
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

農
業
振
興
は

機
構
改
革
の
そ
の
後
は

職

員

の
意

識

改
革
と
し
て
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維

持
、
ま
た
は
向
上
す
る

た
め
の
整
備
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

総
務
企
画
課
長

係
長
に
つ
い
て

も
、
部
下
を
配
置
す
る

こ
と
で
将
来
的
に
管
理

職
を
目
指
す
な
ど
、
積

極
的
に
自
己
研
鑽
を

積
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
職
場
の
環

境
づ
く
り
と
し
て
、
職

員
自
ら
考
え
、
そ
し
て

上
司
が
相
談
に
乗
り
ま

す
。
個
々
の
能
力
が
職

員
の
適
切
な
評
価
に
つ

な
が
り
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
向
上
に
寄
与
す
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

に
サ
ポ
ー
ト
を
依
頼
す

る
ほ
か
、
課
全
体
で
支

え
て
い
き
ま
す
。

問問

問問

答答

答答

基幹産業が育む田園風景

問問

問問

問問

答答

答答

答答

農
業
振
興

地
域
お
こ
し
協
力
隊

給
食
費
完
全
無
償
化
の
影
響

機
構
改
革

Ｉ
Ｃ
Ｔ
格
差
の
解
消

第
７
次
総
合
計
画

学
力
状
況

学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
更
新

財
政
状
況
が
厳

し
い
中
、
今
後

の
継
続
性
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。総

務
企
画
課
長

国
や
県
の
補
助

金
な
ど
、
該
当
す
る
特

定
財
源
の
活
用
と
と
も

に
、自
主
財
源
の
確
保
、

事
業
の
選
択
と
集
中
に

よ
り
健
全
な
財
政
運
営

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

学
校
給
食
費
無
償
化
に

つ
い
て
は
少
子
化
対
策

や
、
移
住
促
進
、
人
口

流
出
の
抑
制
に
貢
献
す

る
の
で
、
今
後
も
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

給
食
費
完
全
無
償
化
の
影
響
は

問問答答

農業研修者受入農家等補助金制度とは…農業で自立を目指す者を研修者として受け入れ、農業技術を指導する農家
に対し、補助金を交付しています。
ＯＪＴとは…On the Job Training の略で、職場内で実際の業務を通して行われる教育訓練のことです。

村
の
児
童
生
徒

の
学
力
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

学
校
教
育
課
長

児
童
生
徒
の
状

況
を
把
握
し
、
課
題
を

分
析
す
る
こ
と
で
教
員

の
指
導
や
授
業
を
よ
り

良
い
も
の
に
す
る
た
め

全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
や
Ｃ
Ｒ
Ｔ
の
標
準

学
力
調
査
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
正
答
率

は
概
ね
平
均
並
み
で
す
。

住
民
生
活
課
長

学
童
保
育
所
は

放
課
後
に
保
護
者
が
不

在
と
な
る
小
学
生
が
安

全
に
過
ご
せ
る
よ
う
に

遊
び
や
生
活
の
場
を
提

供
す
る
施
設
で
す
。
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
Wi

－

Fi
が

必
要
な
宿
題
は
、
高
学

年
の
み
、
週
に
１
回
程

度
と
聞
い
て
お
り
学
童

保
育
所
で
児
童
に
よ
る

Wi

－

Fi
接
続
は
想
定
し

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、

必
要
に
応
じ
て
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

８
月
に
更
新
予

定
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
の

Ｏ
Ｓ
を
変
更
す

る
理
由
を
伺
い
ま
す
。

学
校
教
育
課
長

既
存
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
は
運
用
負
荷
が

大
き
い
た
め
、
管
理
の
簡

素
化
・
低
コ
ス
ト
化
を
図

る
べ
く
更
新
し
ま
す
。

教
職
員
用
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
入

れ
替
え
は
、
授
業
に
影

響
が
あ
り
ま
す
か
。

学
校
教
育
課
長

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

も
活
用
し
、
夏
休
み
中

の
研
修
等
に
よ
り
、
授

業
や
子
ど
も
へ
の
影
響

が
な
い
よ
う
導
入
を
進

め
て
い
き
た
い
で
す
。

栁
やな

岡
おか

　利
とし

精
あき

議 員

学校でのタブレット更新は
本年度２学期から授業で活用

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
地
域
格
差
の
解
消
は

学
童
保
育
所
で
の

�

学
習
用
Wi

－

Fi
環
境
は

村
長
公
約
の
一

つ
で
あ
る

「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
利
活
用
に
よ
る
地

域
格
差
の
解
消
と
学
力

向
上
の
推
進
」
の
現
状

を
伺
い
ま
す
。

学
童
保
育
所
に

お
け
る
Wi

－

Fi

環
境
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

学
校
教
育
課
長

令
和
６
年
度
か

ら
交
付
金
を
活
用
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置

し
ま
し
た
。
令
和
６
年

度
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
の
結
果
で
は
、

授
業
中
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
週
１
回
活
用
す
る
と

回
答
し
た
生
徒
の
割
合

が
、
全
国
38
・
８
％
の

と
こ
ろ
榛
東
中
で
は

76
・
４
％
で
、
授
業
中

の
活
用
に
お
け
る
地
域

格
差
は
解
消
に
向
か
っ

て
い
る
と
い
え
ま
す
。

小
学
校
で
は
、
全
国
平

均
が
25
・
３
％
の
と
こ

ろ
、
２
校
平
均
13
・

６
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。

問問

問問

答答 答答

答答

タブレット操作の授業

総
合
計
画
へ
の

住
民
の
参
加
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

総
務
企
画
課
長

ア
ン
ケ
ー
ト
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
審
議
会
等
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
住
民
の

多
様
な
意
見
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
職
員
に

よ
る
意
見
集
約
や
政
策

分
析
を
経
て
、
政
策
へ

の
反
映
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

第
７
次
榛
東
村
総
合
計
画
へ
の

�

住
民
参
加
は

村
の
児
童
生
徒
の
学
力
状
況
は

問問 問問答答

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
更
新
と

�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
は

問問

問問

答答

答答

ＯＳとはＯＳとは…コンピューターを動かす基本ソフトのことです。今回、１人１台タブレットの更新時期に
あたり、多くのパソコンで使われる基本ソフトであるWindows OSから、Googleが開発したイン
ターネット接続が前提の軽量OSであるChrome OSへ変更となりました。
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新
公
民
館
の
使

用
料
の
徴
収
に

つ
い
て
は
、
ど
う
な
り

ま
す
か
。総

務
企
画
課
長

施
設
ご
と
に
維

持
管
理
費
や
利
用
実

態
、
受
益
者
負
担
の
公

平
性
、
条
例
の
規
定
な

ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
定
期
的
な
検
証
を

行
う
べ
き
も
の
で
す
。

生
涯
学
習
課
長

新
公
民
館
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
中
に
使
用
料
も

記
載
し
て
い
き
、
規
則

で
も
定
め
て
い
き
ま
す

が
、
議
会
に
上
程
し
て

い
な
い
段
階
な
の
で
、

一
旦
使
用
料
を
徴
収
す

る
と
い
う
こ
と
、
否
定

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
公
園

の
ト
ン
ネ
ル
が

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
覆
わ

れ
て
い
て
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
の
ベ
ン
チ

な
ど
が
壊
れ
た
ま
ま
で

は
、
ど
ん
な
に
い
い
道

路
や
、
い
い
公
民
館
が

で
き
て
も
、
村
の
勢
い

が
感
じ
ら
れ
な
い
の
で

は
な
い
で
す
か
。

総
務
企
画
課
長

限
ら
れ
た
予
算

の
中
で
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
を
見
て
優
先
順
位
で

総
合
的
に
判
断
し
て
い

き
ま
す
。住

民
生
活
課
長

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
の
ベ
ン
チ
は
利

用
者
が
設
置
し
た
も
の

で
あ
る
そ
う
で
す
。
そ

の
た
め
、
回
答
す
る
立

場
に
あ
り
ま
せ
ん
。

村
政
は
村
民
の
負
担
を
増
や
さ
ず

�

暮
ら
し
を
豊
か
に

問問

答答

12

一
般
質
問

村政の再建と危機管理は
優先順位を考え総合的に

中
なか

島
じま

由
ゆ

美
み

子
こ

議 員

財
政
と
総
務
、

大
変
重
た
い
課

が
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

村
は
公
正
・
公
平
で
透

明
性
が
高
い
と
総
務
企

画
課
長
は
い
わ
れ
ま
し

た
。
両
方
を
司
る
時
に

困
る
よ
う
な
内
容
、
こ

こ
は
難
し
い
な
と
い
う

こ
と
は
大
丈
夫
で
し
ょ

う
か
。

総
務
企
画
課
長

課
の
所
属
は
非

常
に
大
き
く
な
り
、
効

率
的
な
と
こ
ろ
も
、
デ

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
う
い
っ
た
観
点

も
踏
ま
え
た
上
で
、
行

政
の
運
営
に
当
た
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

議
会
の
見
え
る

化
で
、
ラ
イ
ブ

配
信
な
ど
、
議
会
が
決

定
す
れ
ば
予
算
化
は
可

能
で
す
か
。

総
務
企
画
課
長

予
算
は
所
管
課

が
現
状
の
調
査
、
そ
し

て
事
業
の
必
要
性
、
ま

た
今
後
の
計
画
、
要
求

の
内
容
の
積
算
、
そ
れ

ら
実
施
し
た
場
合
の
効

果
な
ど
、
担
当
課
と
検

討
し
、
予
算
要
求
を
す

る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
上
で
、
予
算

村
政
の
再
建
は

編
成
作
業
は
、
限
ら
れ

た
予
算
の
中
で
の
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
鑑
み
ま

し
て
、
優
先
順
位
を
考

え
な
が
ら
、
総
合
的
に

判
断
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
次
年
度

予
算
要
求
は
現
時
点
で

行
わ
れ
て
い
な
い
段
階

で
、
一
部
を
答
え
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

昼
休
み
に
当
番

を
置
か
な
い
課

が
あ
り
ま
す
。
村
民
に

全
く
関
係
な
い
課
は
な

く
、
従
前
は
昼
当
番
制

が
実
施
さ
れ
て
い
て
、

電
話
し
て
も
分
か
ら

な
い
、
担
当
が
い
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
な
る

べ
く
し
な
い
と
い
う
よ

う
な
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。
現
状
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

総
務
企
画
課
長

現
在
、
昼
食
時

間
中
に
お
き
ま
し
て
、

窓
口
に
住
民
の
方
が
多

く
訪
問
さ
れ
る
課
は
、

自
主
的
に
昼
食
時
間
中

も
、
当
番
制
に
よ
り
日

直
を
配
置
す
る
よ
う
な

形
で
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ふれあい館表示の料金改定

問問

問問

問問

問問

答答答答

答答

答答

答答

答答

村
政
の
再
建

暮
ら
し
を
豊
か
に


